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若
者
が「
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
」の
盾
に

こ
の
要
因
に
は
、
予
想
を
上
回
る
若
者
の

投
票
行
動
の
拡
大
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と

い
う
。
米
タ
フ
ツ
大
学
「
サ
ー
ク
ル
」
の
投

票
行
動
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
今
回
、
18
～
29

歳
の
若
者
の
投
票
率
は
27
％
と
過
去
30
年
の

中
間
選
挙
で
２
番
目
に
高
く
（
１
番
目
は
18

年
中
間
選
挙
の
31
％
）、
う
ち
63
％
が
民
主

党
に
、
35
％
が
共
和
党
に
投
票
し
た
。
と
り

わ
け
激
戦
州
・
ア
リ
ゾ
ナ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
等
に
お
い
て
、
総
じ
て
Ｚ
世
代
か
ら
若
い

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
投
票
率
が
顕
著
な
伸
び

を
見
せ
、
民
主
党
候
補
者
の
勝
利
に
大
き
く

貢
献
し
た
。
若
者
が
共
和
党
を
遠
ざ
け
る
理

由
は
、
①
21
年
６
月
の
最
高
裁
判
決
で
下
さ

れ
た
妊
娠
中
絶
の
権
利
破
棄
、②
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
の
影
響
力
、
そ
し
て
③
こ
れ
ら

の
課
題
を
巡
る
「
民
主
主
義
へ
の
危
機
感
の

高
ま
り
」
―
―
が
主
に
挙
げ
ら
れ
る
。

他
方
、
こ
う
し
た
若
者
の
政
治
活
動
の
活

性
化
と
共
和
党
の
苦
戦
は
、
今
回
が
初
め
て

で
は
な
く
、
む
し
ろ
18
年
中
間
選
挙
、
20
年

大
統
領
選
挙
と
続
い
て
き
た
現
象
の
「
デ
ジ

ャ
ヴ
」
と
言
っ
て
い
い
も
の
で
あ
る
。

18
年
の
中
間
選
挙
で
は
１
０
０
年
ぶ
り
の

49
％
と
い
う
高
投
票
率
を
記
録
し
、
中
で
も

30
歳
以
下
の
若
者
の
投
票
率
が
前
回
比
10
％

ポ
イ
ン
ト
増
加
（
２
０
１
４
年
21
％⇒

２
０

１
８
年
31
％
）
し
た
。
同
選
挙
で
下
院
民
主

党
は
、
１
９
７
４
年
以
来
最
大
の
伸
び
数
で

あ
る
41
の
議
席
増
を
果
た
し
た
が
、
こ
れ
に

は
若
者
の
動
向
が
大
き
く
貢
献
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
20
年
大
統
領
選
挙
は
、
近
年
最
高

の
投
票
率
66
％
を
記
録
し
た
一
方
、
若
者
も

50
％
と
史
上
最
高
で
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン

候
補
（
当
時
）
の
勝
利
を
決
定
づ
け
た
。

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Ｚ
世
代
が
米
人
口
に

占
め
る
割
合
は
、
い
ま
や
過
半
数
と
な
る
最

大
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
一
方
、
若
者
は
固
定
電

話
の
所
有
率
が
低
く
、
ラ
ン
ダ
ム
な
世
論
調

査
の
機
械
音
声
へ
の
反
応
も
鈍
い
。
そ
の
た

め
「
水
面
下
」
で
生
じ
た
若
者
の
政
治
活
動

の
活
性
化
は
、
伝
統
的
な
事
前
調
査
方
法
な

ど
で
は
把
握
し
き
れ
ず
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

偏
向
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
想

定
以
上
」
の
激
戦
を
招
い
た
一
因
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
（
１
９
８
１
～
１
９
９

６
年
生
ま
れ
：
２
０
２
２
年
時
点
で
26
～
41

歳
）
以
降
の
若
い
世
代
は
、
上
の
世
代
と
比

較
し
て
最
も
人
種
的
に
多
様
、
か
つ
教
育
水

11
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
２
０
２
２
年
米

中
間
選
挙
は
、「
バ
イ
デ
ン
氏
と
ト
ラ
ン
プ

氏
の
代
理
戦
争
」
と
も
謳
わ
れ
る
、
今
後
の

米
国
の
民
主
主
義
の
在
り
方
を
占
う
重
要
な

選
挙
で
あ
っ
た
。
国
内
の
政
治
・
選
挙
広
告

に
特
化
し
た
リ
サ
ー
チ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
企
業
Ａ
ｄ
Ｉ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
21
～
22
年
の
選
挙
期
間
に
お
い
て
過
去

最
高
額
と
な
る
約
96
・
７
億
ド
ル
も
の
広
告

資
金
投
入
が
行
わ
れ
、
20
年
大
統
領
選
挙
を

約
６
億
６
０
０
０
万
ド
ル
上
回
る
史
上
最
高

額
の
米
国
選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
い

か
に
国
内
外
か
ら
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
か

が
う
か
が
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
過
去
40

年
最
悪
の
物
価
高
、高
金
利
に
あ
え
ぐ
国
民
、

そ
し
て
大
統
領
の
低
支
持
率
の
組
み
合
わ
せ

は
、
多
く
の
専
門
家
に
野
党
・
共
和
党
の
圧

勝
（
い
わ
ゆ
る
「
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
」）
を

予
期
さ
せ
た
。
22
年
６
月
に
米
連
邦
最
高
裁

判
決
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た
人
工
妊
娠
中
絶
を

巡
る
世
論
の
高
ま
り
さ
え
、
国
全
体
を
覆
う

経
済
的
懸
念
が
そ
れ
を
打
ち
消
し
た
よ
う
に

見
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、

劣
勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
与
党
・
民
主
党
は
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
ネ
バ
ダ
州

の
激
戦
州
を
取
り
、
12
月
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

決
選
投
票
を
待
た
ず
に
連
邦
上
院
議
会
の
多

数
派
を
維
持
し
た
。

下
院
で
は
共
和
党
が
２
１
８
議
席
の
過
半

数
確
保
を
達
成
し
た
も
の
の
、
現
在
も
開
票

結
果
待
ち
の
２
つ
の
選
挙
区
を
含
め
、
議
席

数
の
差
は
８
～
９
議
席
と
小
さ
い
（
日
本
時

間
11
月
29
日
時
点
）。
ま
た
米
政
治
調
査
サ

イ
ト
「
フ
ァ
イ
ブ
サ
ー
テ
ィ
エ
イ
ト
」
に
よ

れ
ば
、
共
和
党
の
全
体
得
票
数
は
予
想
を
２

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
民
主
党
に
対
し
て
わ
ず

か
２
ポ
イ
ン
ト
の
リ
ー
ド
に
と
ど
ま
る
結
果

と
な
っ
た
。
従
っ
て
多
く
の
専
門
家
の
予
想

を
裏
切
り
、共
和
党
の
「
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
」

は
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

22
年
米
中
間
選
挙
の
分
析
と

米
国
社
会
の
展
望

日本総研
国際戦略研究所研究員

佐藤 由香里

さ
と
う
・
ゆ
か
り

日
本
総
合
研
究
所
国
際
戦
略
研
究
所
研
究
員
。
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

立
大
学
で
学
士
号
（
国
際
関
係
論
）、
米
国
中
西
部
の
医
療
過
疎
地
域

の
病
院
勤
務
を
経
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
で
理
学
修

士
号
（
公
衆
衛
生
学
・
国
際
保
健
学
）
取
得
。
在
米
デ
ン
バ
ー
総
領
事

館
専
門
調
査
員
を
経
て
、
２
０
１
９
年
８
月
よ
り
現
職
。
米
国
内
政
・

選
挙
や
公
衆
衛
生
、
人
口
動
態
な
ど
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
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寄
り
だ
っ
た
。

ロ
イ
タ
ー
／
イ
プ
ソ
ス
の
調
査
（
２
０
２

２
年
９
月
７
～
８
日
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
ト

ラ
ン
プ
氏
率
い
る
〝
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
〟（M

ake 
A

m
erica Great A

gain

＝
ア
メ
リ
カ
を
再

び
偉
大
に
）
運
動
は
「
民
主
主
義
の
危
機
」

と
有
権
者
の
60
％
（
う
ち
共
和
党
支
持
者
は

25
％
）
が
回
答
し
た
。
さ
ら
に
共
和
党
支
持

者
の
６
割
が
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
運
動
は
共
和
党
を

代
表
し
な
い
」
と
回
答
し
た
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
通
り
、
有
権
者
は
共
和
党
と
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ

を
明
白
に
区
別
し
、
今
後
の
政
治
参
加
に
懸

念
し
て
い
る
。

「
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
の
　

危
機
感
と
国
内
の
分
断

な
ぜ
こ
こ
ま
で
政
治
は
拮
抗
し
、
分
断
す

る
の
か
。
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
が
政
治
家
、
候

補
者
、
有
権
者
の
中
で
過
去
数
年
に
わ
た
っ

て
増
加
し
て
い
る
根
本
的
な
要
因
は
何
か
。

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
イ
ア
ナ
・
マ
ッ

ツ
教
授
は
、
16
年
の
ト
ラ
ン
プ
勝
利
を
決
定

づ
け
た
白
人
男
性
グ
ル
ー
プ
に
着
目
し
た
。

そ
の
分
析
に
よ
る
と
、
民
主
党
か
ら
共
和
党

支
持
へ
鞍
替
え
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
し

た
人
の
多
く
は
、
白
人
と
し
て
の
「
社
会
的

地
位
」
が
社
会
の
多
様
化
と
国
際
化
に
よ
っ

て
脅
か
さ
れ
る
「
危
機
感
」
を
強
く
示
し
た

上
で
、
民
主
党
が
掲
げ
る
①
国
際
貿
易
、
②

移
民
問
題
、
③
対
中
政
策
に
関
す
る
ア
ジ
ェ

ン
ダ
と
、
自
身
の
ス
タ
ン
ス
に
明
ら
か
な
乖

離
を
感
じ
て
い
た
傾
向
が
強
か
っ
た
（「
開

放
的
な
国
際
貿
易
・
対
中
政
策
へ
の
反
発
」

は
他
国
の
経
済
力
に
支
配
さ
れ
る
恐
怖
感
を

示
し
、「
移
民
へ
の
反
発
」
は
白
人
の
優
位

性
が
脅
か
さ
れ
る
恐
怖
感
を
示
す
指
標
）。

ま
た
、白
人
と
し
て
の
「
社
会
的
優
位
性
」

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
感
覚
、
及
び
「
差
別

／
迫
害
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
が
強

け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
し

た
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
う
。

米
国
の
人
権
団
体
「
南
部
貧
困
法
律
セ
ン

タ
ー
」（S

ou
th

ern
 P

ov
erty

 L
aw

 
Center

）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
０

年
以
降
「
白
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
運
動
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
発

足
以
降
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の
発
生
率
は
前

政
権
と
比
較
し
50
％
以
上
増
加
し
て
い
る
。

準
が
高
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
ス
研
究
所
の
調
査
【
図
表
１
】
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
６
年
以
来
、
白
人
人
口
は
マ
イ
ナ
ス

へ
転
じ
て
い
る
一
方
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
以
降
の

若
い
世
代
は
米
国
で
最
大
の
割
合
を
占
め
、

ま
た
、
45
年
ま
で
に
人
種
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る

（「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
呼

ば
れ
る
現
象
）。

彼
ら
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
多
く
の

苦
境
に
直
面
し
、
米
国
で
初
め
て
「
親
世
代

よ
り
も
貧
し
く
な
る
」と
言
わ
れ
る
世
代
で
、

教
育
費
無
償
化
や
社
会
保
障
制
度
な
ど
「
大

き
な
政
府
」
を
支
持
す
る
傾
向
が
強
い
。
概

ね
民
主
党
支
持
は
約
６
割
、
共
和
党
支
持
は

約
３
割
と
言
わ
れ
、
今
回
の
投
票
行
動
に
も

合
致
し
て
い
る
。
一
方
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー

（
１
９
４
６
～
１
９
６
４
年
生
ま
れ
：
同
58

～
76
歳
）
及
び
そ
れ
以
前
の
世
代
は
、
人
口

の
過
半
数
を
占
め
る
が
、
投
票
率
は
７
割
程

度
、
共
和
党
支
持
の
割
合
が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
２
倍
の
６
割
を
上
回
る
と
言
わ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
派
敗
北
の
要
因

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の
分
析
【
図
表

２
】
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
主
張
す
る

「
２
０
２
０
年
大
統
領
選
不
正
問
題
」
に
賛

同
す
る
「
選
挙
否
定
論
者
」
が
出
馬
し
た
結

果
、
多
く
が
敗
北
、
あ
る
い
は
想
定
以
上
の

劣
勢
を
喫
し
た
（
例
：
ア
リ
ゾ
ナ
州
知
事
選

候
補
キ
ャ
リ
ー
・
レ
イ
ク
氏
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
知
事
選
候
補
ダ
グ
・
マ
ス
ト
リ
ア
ー

ノ
氏
な
ど
）。
逆
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
を

受
け
て
い
な
い
共
和
党
候
補
は
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
な

ど
の
激
戦
州
・
区
で
対
立
候
補
を
７
ポ
イ
ン

ト
以
上
リ
ー
ド
し
た
。

無
論
、
全
米
各
地
に
は
多
様
な
人
口
動
態

や
変
数
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
違
点
や

例
外
が
あ
る
が
、概
ね
の
傾
向
性
と
し
て
は
、

ト
ラ
ン
プ
派
候
補
者
が
勝
利
し
た
地
域
は

「
高
卒
以
下
の
白
人
男
性
」
が
多
数
を
占
め
、

敗
北
し
た
地
域
は
若
者
、
人
種
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
、
大
卒
以
上
の
白
人
女
性
の
影
響
力
が
そ

れ
を
上
回
っ
て
い
た
。
今
回
、
民
主
党
の
ジ

ョ
ン
・
フ
ェ
ッ
タ
ー
マ
ン
候
補
が
勝
利
し
た

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
知
事
選
等
で
は
、
若
者

の
民
主
党
支
持
が
顕
著
だ
っ
た
一
方
、
逆
に

ロ
ン
・
デ
サ
ン
テ
ィ
ス
知
事
（
現
職
）
な
ど

共
和
党
候
補
が
勝
利
し
た
フ
ロ
リ
ダ
、
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
州
等
で
は
、
若
者
の
中
で
も
多

数
の
「
大
卒
以
上
の
白
人
女
性
」
が
共
和
党

出典：ブルッキングス研究所、2020 年 6月

ベビーブーマー
（1946 ～ 1964
年生まれ）

X世代
（1965 ～ 1980
年生まれ）

プレ・ブーマー
（1945 年以前
生まれ）

ポスト Z世代
（2013 年以降
生まれ）

Z世代
（1997 ～ 2012
年生まれ）

ミレニアル世代
（1981 ～ 1996
年生まれ）

【図表１】各世代グループが人口に占める割合

出典：ワシントン・ポスト、2022 年 11月実際の敗北数

実際の勝利数

期待された
敗北数

期待された
勝利数

トランプ氏の
支持を受けた
共和党候補者

受けなかった
共和党候補者

この点線に近いほど期待
通りのパフォーマンスを
発揮したことを意味する

期待以下

期待以上

【図表２】�トランプ氏の支持を受けた激戦区選出候補者のパフォーマンスは、
大半が期待以下の指標を示している
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ノ
リ
テ
ィ
（
非
白
人
種
）
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
か

ら
採
用
し
、
女
性
の
取
締
役
登
用
を
義
務
づ

け
る
と
発
表
し
た
。

一
方
で
、
共
和
党
が
強
い
地
盤
を
持
つ
地

域
で
は
逆
行
す
る
動
き
も
活
発
だ
。
24
年
大

統
領
選
挙
の
有
力
候
補
と
謳
わ
れ
る
ロ
ン
・

デ
サ
ン
テ
ィ
ス
氏
が
州
知
事
を
務
め
る
フ
ロ

リ
ダ
州
議
会
で
は
、
22
年
３
月
に
性
的
指
向

や
性
自
認
に
つ
い
て
学
校
で
の
話
し
合
い
を

禁
ず
る
法
案
が
可
決
さ
れ
、
全
米
で
物
議
を

醸
し
た
。
21
年
、
反
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
的
な
法
案

の
提
出
は
全
米
に
わ
た
る
自
治
体
の
議
会
を

含
め
約
３
３
０
に
も
上
っ
た
。

21
年
５
月
に
実
施
し
た
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の

調
査
で
は
、
米
国
人
の
７
割
が
同
性
婚
を
認

め
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。
共
和
党
支
持

者
で
も
そ
の
割
合
は
増
え
て
お
り
、
21
年
の

調
査
で
初
め
て
５
割
を
超
え
た
。
今
後
も
政

治
、
経
済
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
指
導

者
的
立
場
を
担
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
人
々
の
割
合
は
増
加
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
他
方
で
、
21
年
６
月
の
中
絶
の
権
利
を

破
棄
し
た
最
高
裁
判
決
は
、
女
性
の
み
な
ら

ず
同
性
婚
の
権
利
保
護
を
定
め
る
判
例
法
の

破
棄
に
も
発
展
し
か
ね
な
い
と
の
懸
念
も
あ

り
、
今
後
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利
を
巡
る
議
論

は
、
米
国
社
会
で
さ
ら
に
激
化
し
て
い
く
一

つ
の
軸
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
ち
ら
か
が
よ
り
大
き

な
勢
力
を
有
し
た
時
、
新
た
な
米
国
社
会
と

政
治
の
バ
ラ
ン
ス
が
構
築
さ
れ
る
上
で
の
重

要
な
転
期
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
若
者
の
旋
風
が
各
地
で
予
想
を

覆
し
た
こ
と
は
民
主
党
に
は
朗
報
で
あ
る
一

方
、
僅
差
で
あ
れ
、
共
和
党
の
下
院
奪
還
で

ね
じ
れ
国
会
に
突
入
す
る
こ
と
に
よ
る
バ
イ

デ
ン
政
権
の
弱
体
化
は
免
れ
な
い
。

中
間
選
挙
直
後
に
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏

の
24
年
大
統
領
選
挙
へ
の
出
馬
宣
言
に
よ
っ

て
、
今
後
も
共
和
党
支
持
者
が
抱
く
選
挙
に

対
す
る
不
信
感
は
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

選
挙
を
巡
る
「
陰
謀
論
」
は
、
引
き
続
き
米

国
政
治
で
議
論
の
中
心
に
な
る
可
能
性
が
高

い
。
24
年
大
統
領
選
挙
を
見
越
し
た
党
派
対

立
の
強
ま
り
は
、
国
内
リ
ス
ク
の
増
加
、
ひ

い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
米
国
の
内
向
き

傾
向
の
加
速
に
直
結
す
る
。
国
際
問
題
に
関

与
す
る
関
心
が
も
と
も
と
低
い
傾
向
の
強
い

下
院
共
和
党
の
影
響
に
よ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
に
積
極
的
と
な
り
、
ま
た
中
国
と
の

対
立
を
強
め
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

米
国
で
多
様
性
が
ま
す
ま
す
社
会
の
中
心

課
題
と
な
っ
て
い
く
時
、
日
本
は
、
国
際
社

会
に
お
け
る
米
国
の
求
心
力
低
下
を
受
動
的

に
見
つ
め
る
だ
け
で
な
く
、
米
国
を
補
完
で

き
る
存
在
感
と
信
頼
感
を
発
揮
し
て
い
く
べ

き
な
の
だ
ろ
う
。
内
政
の
安
定
化
、
技
術
発

展
や
経
済
成
長
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で
の
国

力
強
化
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
多
様
性
な
ど
で
日
本
は
世
界
に
取
り
残

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に

包
摂
的
な
法
整
備
化
の
進
行
度
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

35
カ
国
中
、
日
本
は
34
位
）、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

年
齢
な
ど
の
多
様
性
を
巡
る
価
値
観
を
重
視

し
た
ソ
フ
ト
面
の
政
策
強
化
も
必
要
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。 

19
年
８
月
に
発
生
し
た
テ
キ
サ
ス
・
エ
ル
パ

ソ
の
銃
乱
射
事
件
（
26
人
死
亡
）、
22
年
５

月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
で
発

生
し
た
銃
乱
射
事
件
（
10
人
死
亡
）
は
、
い

ず
れ
も
犯
行
者
の
「（
白
人
と
し
て
の
）
優

位
性
を
失
う
こ
と
へ
の
恐
怖
」
が
駆
り
立
て

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
残
虐

な
暴
力
事
件
の
背
景
に
は
、
急
激
な
社
会
変

容
に
焦
り
を
感
じ
る
人
々
に
よ
る
「
反
発
」

と
「
葛
藤
」
が
潜
ん
で
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
21
年
１
月
６

日
に
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
が
起
こ
し
た
連
邦
議

事
堂
襲
撃
事
件
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
人
種
的
多
様
性
が
加
速
す
る
米
国
社
会

を
見
通
す
に
あ
た
っ
て
、
米
国
内
の
不
安
定

化
に
直
結
し
得
る
問
題
で
あ
り
、
真
剣
に
考

慮
す
べ
き
リ
ス
ク
と
言
え
る
。

中
間
選
挙
後
の
社
会
：
　
　
　

米
国
、
日
本
、
国
際
社
会

２
０
１
９
年
、
米
国
の
ポ
ス
ト
・
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
の
新
世
代
人
口
は
、
米
国
全
体
の

過
半
数
に
達
し
た
。
既
述
の
通
り
、
人
口
動

態
の
傾
向
に
鑑
み
れ
ば
若
者
の
有
権
者
は
今

後
も
増
加
す
る
一
方
、
共
和
党
支
持
母
体
で

あ
る
高
齢
者
及
び
高
卒
以
下
の
白
人
男
性
グ

ル
ー
プ
人
口
は
減
少
し
て
い
く
。共
和
党
は
、

今
後
こ
う
し
て
増
加
し
続
け
る
若
い
民
主
党

支
持
者
の
勢
い
を
抑
制
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
あ
る
い
は
よ
り
若
い
世
代
の
有

権
者
に
宥
和
的
な
方
針
を
と
る
の
か
、
戦
略

的
分
岐
点
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Ｚ
世
代
の
社
会
進
出

が
進
む
ご
と
に
、
そ
れ
と
比
例
し
て
人
種
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
の
多
様
性
が
加
速
し
て
い

る
。
例
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
挙
げ
れ
ば
、
自

ら
を
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性
的
少
数
者
）
と
認
識

す
る
人
が
Ｚ
世
代
で
は
５
人
に
１
人
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
は
10
人
に
１
人
お
り
、
10
年
前

に
比
べ
て
倍
増
し
て
い
る
（
米
ギ
ャ
ラ
ッ
プ

社
調
べ
）。
彼
ら
の
持
つ
共
通
点
は
、
同
性

愛
や
同
性
婚
を
巡
る
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て

権
利
保
護
が
強
化
さ
れ
、
制
度
と
文
化
の
許

容
力
が
高
ま
っ
た
社
会
の
転
換
期
と
同
じ
く

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
点
だ
。
今
回
の

中
間
選
挙
で
は
全
米
で
計
６
７
８
人
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
候
補
者
が
立
候
補
し
、
そ
の
う
ち
３

４
０
人
が
当
選
。
20
年
の
３
３
６
人
の
記
録

を
更
新
し
た
（
米
社
会
団
体
Ｖ
ｉ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

ｙ 

Ｆ
ｕ
ｎ
ｄ
調
べ
）。
さ
ら
に
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
及
び
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
女
性
が
州
知
事
に
選
出
さ
れ
、
23
年

以
降
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
現
職
知
事
が
全
米
で

４
人
と
な
る
（
ち
な
み
に
、
女
性
州
知
事
も

過
去
最
高
の
12
人
を
記
録
し
た
）。

中
間
選
挙
を
終
え
連
邦
議
会
が
レ
ー
ム
ダ

ッ
ク
に
突
入
す
る
直
前
、
上
院
は
新
た
な
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利
（
同
性
婚
）
を
保
護
す
る

法
案
を
超
党
派
で
可
決
し
た
。
ワ
イ
オ
ミ
ン

グ
や
ユ
タ
州
な
ど
の
保
守
的
な
選
出
議
員
か

ら
も
支
持
を
得
て
お
り
、
今
後
、
順
調
に
い

け
ば
下
院
で
可
決
の
の
ち
、
大
統
領
署
名
を

経
て
成
立
す
る
見
込
み
だ
。

経
済
圏
で
も
影
響
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
米
証
券
取
引
所
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
22
年
８

月
、
米
国
の
上
場
企
業
に
対
し
、
人
種
マ
イ


